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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顕微鏡本体と、
　前記顕微鏡本体に取り付けられ、標本を落射照明する落射照明手段と、
　前記標本を載置するステージと、
　焦準上下台を備え、当該焦準上下台を上下方向に移動させることにより前記ステージを
上下動させる焦準機構と、
　前記顕微鏡本体に形成され、前記標本を透過照明するための光を出射する透過照明投光
手段を着脱自在にする取り付け部と、
　前記ステージと前記焦準機構の前記焦準上下台との間で着脱自在に設けられ、前記取り
付け部に対する前記透過照明投光手段の取り付け、取り外しに応じて選択可能で、かつ前
記透過照明投光手段から投光された前記透過照明光を前記標本に照射するための透過照明
光学系を内蔵又は内蔵していない複数のステージ取り付け用部材と、
を具備し、
　前記透過照明投光手段が前記取り付け部に取り付けられているときには、前記透過照明
光学系を内蔵する前記ステージ取り付け用部材は、前記ステージと前記焦準機構の前記焦
準上下台との間に設けることが可能であり、
　前記透過照明投光手段が前記取り付け部に取り付けられていないときには、前記透過照
明光学系を内蔵していない前記ステージ取り付け部材は、前記ステージと前記焦準機構の
前記焦準上下台との間に設けることが可能である、
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ことを特徴とする顕微鏡。
【請求項２】
　顕微鏡本体と、
　前記顕微鏡本体に取り付けられ、標本を落射照明する落射照明手段と、
　前記標本を載置する複数のステージと、
　焦準上下台を備え、当該焦準上下台を上下方向に移動させることにより前記複数のステ
ージのうちいずれか１つの前記ステージを上下動させる焦準機構と、
　前記１つのステージと前記焦準機構の前記焦準上下台との間で着脱自在に設けられ、前
記標本の厚さ又は前記ステージの厚さのいずれか一方又は両方に応じて選択可能、或いは
前記標本の質量又は前記ステージの質量のいずれか一方又は両方に応じて選択可能な複数
のステージ取り付け用部材と、
を具備したことを特徴とする顕微鏡。
【請求項３】
　前記複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとは、それぞれ選択して組み
合わせて前記顕微鏡本体に取り付け、当該選択されたステージの上面位置を観察に適した
移動範囲の位置に合わせることを特徴とする請求項２記載の顕微鏡。
【請求項４】
　前記複数のステージは、それぞれ厚さが異なり、
　前記複数のステージ取り付け用部材は、それぞれ厚さが異なり、
　前記複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとは、前記焦準機構における
前記焦準上下台の上面と前記ステージの上面との間の寸法がそれぞれ一致するように選択
して組み合わせて前記顕微鏡本体に取り付け、当該選択されたステージの上面位置を観察
に適した移動範囲の位置に合わせる、
ことを特徴とする請求項２記載の顕微鏡。
【請求項５】
　前記ステージの厚さ又は前記標本の厚さに応じて前記複数のステージ取り付け用部材と
前記複数のステージとの組み合わせを選択することを特徴とする請求項４記載の顕微鏡。
【請求項６】
　前記複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとは、それぞれ選択して組み
合わせて前記顕微鏡本体に取り付け、前記焦準機構の前記焦準上下台の上面に加わる前記
ステージ取り付け用部材の質量と前記ステージの質量の総和である積載荷重を前記焦準機
構によって定まる規定積載荷重範囲内にすることを特徴とする請求項２記載の顕微鏡。
【請求項７】
　前記複数のステージは、それぞれ質量が異なり、
　前記複数のステージ取り付け用部材は、それぞれ質量が異なり、
　前記複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとは、前記焦準機構における
前記焦準上下台の上面に加わる前記ステージ取り付け用部材の質量と前記ステージの質量
との総和である積載荷重がそれぞれ一致するように選択して組み合わせて前記顕微鏡本体
に取り付け、前記焦準機構の上面に加わる前記積載荷重を前記焦準機構によって定まる規
定積載荷重範囲内にする、
ことを特徴とする請求項２記載の顕微鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、顕微鏡に対し、ユーザの要求に応じて透過照明系を取り付け自在に改良した顕
微鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図７は落射照明装置を備えた顕微鏡の構成図であって、ここでは特開平３－２４５１１３
号公報に記載されている顕微鏡を示す。鏡脚１上には、Ｌ字形状の鏡柱２が着脱自在に設
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けられている。この鏡柱２には、観察光学系を保持する鏡筒３が設けられるとともに落射
照明装置４が設けられている。なお、鏡筒３には、接眼レンズ５が取り付けられている。
これら鏡脚１及び鏡柱２は、顕微鏡本体を構成するものとなっている。
【０００３】
又、鏡脚１上には、焦準機構６が着脱自在に設けられている。この焦準機構６は、標本Ｍ
を載置するためのステージ７を上下動するものである。この焦準機構６が鏡脚１上に着脱
自在に設けられていることから、この焦準機構６は、剛性、耐荷重性等の異なるものが選
択されるようになっている。
【０００４】
上記鏡柱２は、各種ステージ７を配設可能に各種のものが選択できるようになっている。
このステージ７の上方にあたる鏡柱２の部分には、対物レンズ８が取り付けられている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記顕微鏡では、落射照明装置４を顕微鏡本体に組み付けているが、この
落射照明装置４を顕微鏡本体に組み付けるのに、顕微鏡本体としては落射照明装置４の組
み付けに適した形状等のものを選択して用いている。換言すれば、顕微鏡本体は、落射照
明装置４の組み付け専用のものを用いなければならない。
【０００６】
ユーザとしては、顕微鏡の使用にあたり、標本を落射照明観察するだけでなく、標本Ｍに
応じては透過照明観察を行う要求がある。このような場合、落射照明専用の顕微鏡ではユ
ーザの要求を満たすことができず、透過照明の顕微鏡が必要となる。
【０００７】
このようなユーザの要求がある場合、上記のように落射照明装置４を組み付けた顕微鏡で
は、例えば透過照明装置を後付けユニットとして追加し組み付けるようなことはその構造
上不可能である。
【０００８】
一方、上記のようにステージ７の上方に対物レンズ８等が配置されているような正立型の
顕微鏡を用いて標本Ｍの観察を行う場合、ステージ７や標本Ｍとしてその厚さが大きく異
なるものが用いられることがある。このような厚さの大きく異なるステージ７や標本Ｍを
用いた場合、その標本Ｍに焦点を合わせて観察するためには、ステージ７や標本Ｍの厚さ
に適したステージ上下移動位置を有する焦準機構６を組み付けた専用の顕微鏡本体を用意
する必要がある。
【０００９】
又、質量の大きく異なるステージ７や標本Ｍを用いた場合、焦準機構６にその能力範囲以
上又は以下の積載荷重が加わると、ステージ７が積載荷重により自然降下したり、又は軽
すぎる積載荷重により上昇したりして、標本Ｍに焦点を合わせることができなくなる。こ
のため、ステージ７や標本Ｍの質量に適した焦準機構６の選択が必要であり、顕微鏡本体
を専用化して対応しなければならならない。これらは、いずれも顕微鏡本体の専用化によ
る対応であった。
【００１０】
そこで、本発明は、落射照明装置を備えた顕微鏡本体に、透過照明装置を後付けユニット
として追加できる顕微鏡を提供することを目的とする。
【００１１】
又、本発明は、標本やステージの厚さと質量に広く対応できる顕微鏡を提供することを目
的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は、顕微鏡本体と、前記顕微鏡本体に取り付けられ、標本を落射照
明する落射照明手段と、前記標本を載置するステージと、焦準上下台を備え、当該焦準上
下台を上下方向に移動させることにより前記ステージを上下動させる焦準機構と、前記顕
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微鏡本体に形成され、前記標本を透過照明するための光を出射する透過照明投光手段を着
脱自在にする取り付け部と、前記ステージと前記焦準機構の前記焦準上下台との間で着脱
自在に設けられ、前記取り付け部に対する前記透過照明投光手段の取り付け、取り外しに
応じて選択可能で、かつ前記透過照明投光手段から投光された前記透過照明光を前記標本
に照射するための透過照明光学系を内蔵又は内蔵していない複数のステージ取り付け用部
材とを具備し、前記透過照明投光手段が前記取り付け部に取り付けられているときには、
前記透過照明光学系を内蔵する前記ステージ取り付け用部材は、前記ステージと前記焦準
機構の前記焦準上下台との間に設けることが可能であり、前記透過照明投光手段が前記取
り付け部に取り付けられていないときには、前記透過照明光学系を内蔵していない前記ス
テージ取り付け部材は、前記ステージと前記焦準機構の前記焦準上下台との間に設けるこ
とが可能である顕微鏡である。
　請求項２記載の発明は、顕微鏡本体と、前記顕微鏡本体に取り付けられ、標本を落射照
明する落射照明手段と、前記標本を載置する複数のステージと、焦準上下台を備え、当該
焦準上下台を上下方向に移動させることにより前記複数のステージのうちいずれか１つの
前記ステージを上下動させる焦準機構と、前記１つのステージと前記焦準機構の前記焦準
上下台との間で着脱自在に設けられ、前記標本の厚さ又は前記ステージの厚さのいずれか
一方又は両方に応じて選択可能、或いは前記標本の質量又は前記ステージの質量のいずれ
か一方又は両方に応じて選択可能な複数のステージ取り付け用部材とを具備する顕微鏡で
ある。
　請求項３記載の発明は、請求項２記載の顕微鏡において、前記複数のステージ取り付け
用部材と前記複数のステージとは、それぞれ選択して組み合わせて前記顕微鏡本体に取り
付け、当該選択されたステージの上面位置を観察に適した移動範囲の位置に合わせる。
　請求項４記載の発明は、請求項２記載の顕微鏡において、前記複数のステージは、それ
ぞれ厚さが異なり、前記複数のステージ取り付け用部材は、それぞれ厚さが異なり、前記
複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとは、前記焦準機構における前記焦
準上下台の上面と前記ステージの上面との間の寸法がそれぞれ一致するように選択して組
み合わせて前記顕微鏡本体に取り付け、当該選択されたステージの上面位置を観察に適し
た移動範囲の位置に合わせる。
　請求項５記載の発明は、請求項４記載の顕微鏡において、前記ステージの厚さ又は前記
標本の厚さに応じて前記複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとの組み合
わせを選択する。
　請求項６記載の発明は、請求項２記載の顕微鏡において、前記複数のステージ取り付け
用部材と前記複数のステージとは、それぞれ選択して組み合わせて前記顕微鏡本体に取り
付け、前記焦準機構の前記焦準上下台の上面に加わる前記ステージ取り付け用部材の質量
と前記ステージの質量の総和である積載荷重を前記焦準機構によって定まる規定積載荷重
範囲内にする。
　請求項７記載の発明は、請求項２記載の顕微鏡において、前記複数のステージは、それ
ぞれ質量が異なり、前記複数のステージ取り付け用部材は、それぞれ質量が異なり、前記
複数のステージ取り付け用部材と前記複数のステージとは、前記焦準機構における前記焦
準上下台の上面に加わる前記ステージ取り付け用部材の質量と前記ステージの質量との総
和である積載荷重がそれぞれ一致するように選択して組み合わせて前記顕微鏡本体に取り
付け、前記焦準機構の上面に加わる前記積載荷重を前記焦準機構によって定まる規定積載
荷重範囲内にする。
【００１５】
【発明の実施の形態】
(1) 以下、本発明の第１の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１６】
図１及び図２は落射照明装置を組み込んだ顕微鏡の構成図であって、図１は側面図、図２
は正面図である。
【００１７】
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顕微鏡本体１０には、標本Ｍを保持するためのステージ１１を上下方向に位置決め駆動す
るための焦準機構１２が設けられている。この焦準機構１２は、モータ１２ａを備え、こ
のモータ１２ａの駆動軸にボールネジ１２ｂのネジ軸１２ｂａが連結されている。又、焦
準上下台１２ｃを備え、この焦準上下台１２ｃと顕微鏡本体１０との間にガイド１２ｄが
取り付けられている。この焦準上下台１２ｃには、ボールネジ１２ｂのナット部１２ｂｂ
が一体的に固定されている。従って、焦準機構１２は、モータ１２ａの駆動によりボール
ネジ１２ｂのネジ軸ｂａを回転させて、ガイド１２ｄに沿って焦準上下台１２ｃを上下方
向に移動させる機構となっている。又、焦準上下台１２ｃには、ステージ１１に載置され
る標本Ｍによる規定範囲の積載荷重に対して、焦準上下台１２ｃが自然降下又は上昇しな
いように重量バランスばね１２ｅが取付けられている。
【００１８】
顕微鏡本体１０におけるステージ１１と対向する部分には、複数の対物レンズ１３を保持
するレボルバ１４が回転自在に取付けられている。このレボルバ１４は、回転して位置決
めすることにより所定の倍率の対物レンズ１３を光軸Ｌ上に配置できるようになっている
。
【００１９】
この顕微鏡本体１０には、光軸Ｌに沿って、観察鏡筒１５が設けられ、この観察鏡筒１５
に接眼レンズ１６が取り付けられている。
【００２０】
又、顕微鏡本体１０には、落射照明装置１７が組み付けられている。この落射照明装置１
７は、落射照明光を顕微鏡本体１０内を通って光軸Ｌに導き、この光軸Ｌ上に沿って標本
Ｍを落射照明するものとなっている。
【００２１】
一方、顕微鏡本体１０を正面側から見て左側側面には、ステージ１１上に保持された標本
Ｍに透過照明光を投光するためのユニット化された透過照明投光装置１８が着脱自在に設
けられている。この透過照明投光装置１８は、標本Ｍを透過照明するためのもので、その
端部には図示しない光源からの透過照明光を導く光ファイバ（以下、ファイバ光源と称す
る）１９が接続されている。この透過照明投光装置１８内には、折り曲げミラー２０が設
けられており、ファイバ光源１９から出射された透過照明光を、折り曲げミラー２０で反
射して進行方向を上向きに変えて光軸Ｌ上に進むようにしている。この透過照明光は、折
り曲げミラー２０での反射の後、ステージ１１と焦準機構１２の焦準上下台１２ｃとの間
に取付けられたステージ取り付け用部材２１内を通過して標本Ｍを照射するようになって
いる。
【００２２】
そして、標本Ｍの観察像は、対物レンズ１３を通して顕微鏡本体１０に取付けられた観察
鏡筒１５に入射し、接眼レンズ１６を通して観察できるようになっている。
【００２３】
図３は顕微鏡本体１０を正面方向から見た透過照明投光装置１８、焦準機構１２の焦準上
下台１２ｃ及びステージ取り付け用部材２１の断面図である。
【００２４】
顕微鏡本体１０の左側面には、上記透過照明投光装置１８を着脱するための第１の取り付
け嵌合穴２２が形成されている。この透過照明投光装置１８の具体的な構成を説明すると
、この透過照明投光装置１８は、ファイバ光源１９を位置決めし保持するとともに各光学
素子２３、２４の保持を兼ねたアダプタ枠２５と、照明系の視野絞り装置２６と、ファイ
バ光源１９から出射された透過照明光を対物レンズ１３の光軸Ｌの方向に曲げる上記折り
曲げミラ－２０及び各光学素子２７、２８を保持する枠２９とから構成されている。
【００２５】
このうち視野絞り装置２６は、複数の絞りばね３１を開閉可能に保持する絞りはね部組３
０と、その絞りはね３１を動かして絞り径を調整するレバ－３２と、絞りの心出しを行う
つまみ３３とから構成されている。
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【００２６】
なお、アダプタ枠２５に取付く光源は、ファイバ光源１９に限定されるものではなく、そ
の他の光源についても適用が可能である。
【００２７】
一方、ステージ取り付け用部材２１は、焦準機構１２の焦準上下台１２ｃ及びステージ１
１を取付けるための取り付け部材枠３４と、透過照明投光装置１８から出射された透過照
明光を標本Ｍに照射させるための透過照明光学系である各光学素子３５～３８と、これら
光学素子３５～３８を保持する内枠３９とを有している。
【００２８】
又、ステージ取り付け用部材２１には、透過照明観察に適した透過照明光を標本Ｍに照射
させるために各光学素子３５～３８を上下動させるための機構４０と開口絞り装置４１と
が備えられている。
【００２９】
ここで、各光学素子３５～３８の上下動させる上下動機構４０について簡単に説明すると
、これら光学素子３５～３８を保持する内枠３９の側面には、ピン４２が立設されている
。この内枠３９の外周面には、中枠４４が挿入されている。この中枠４４は、図４に示す
ように上部に歯車４４ａが形成され、側面にピン４２が嵌合し摺動するためのカム溝４４
ｂが形成されている。又、中枠４４の側部には、この中枠４４と平行な回転軸回りに回転
可能に支持された操作歯車４３が配置され、中枠４４の歯車４４ａと噛み合っている。そ
して、この中枠４４は、ステージ取り付け用部材２１の取付部材枠３４に固定された外枠
４５に対して回転可能に保持されている。この外枠４５には、上記ピン４２が上下方向（
各光学素子３５～３８の光軸方向）に移動するようにガイドするとともに移動範囲を規定
する溝４５ａが形成されている。
【００３０】
このような構成であれば、操作歯車４３が回転操作されると、歯車４４ａが回転し、さら
に中枠４４が回転する。この中枠４４が回転すると、この中枠４４のカム溝４４ｂに沿っ
てピン４２が動く。このピン４２は、外枠４５の溝４５ａによって回転できないように規
制されているので、上下方向に動くことになる。従って、ピン４２が固定されている内枠
３９も上下方向に移動する。
【００３１】
なお、各光学素子３５～３８の上下動は、このカム機構に限らず、ラックとピニオンを用
いた方式等でも構わない。
【００３２】
又、開口絞り装置４１は、複数の絞りはね４７を開閉可能に保持する絞りばね部組４６と
、絞りはね４７を動かして絞り径を調整するレバ－４８とから構成されている。
【００３３】
　上記透過照明投光装置１８と透過照明光学系を内蔵したステージ取り付け用部材２１と
は、共に独立しており、上記の如く顕微鏡本体１０とそれに含まれる焦準機構１２に対し
てそれぞれ着脱交換が可能となっている。透過照明投光装置１８と透過照明系を内蔵する
ステージ取り付け用部材２１とによって透過照明装置が構成されている。
【００３４】
次に、上記落射照明装置１７を備えた顕微鏡に対して透過照明投光装置１８を組込む場合
について図５を参照して説明すると、顕微鏡本体１０の左側面に開けた第１の取り付け嵌
合穴２２に対して透過照明投光装置１８を、枠２９の外周に形成された嵌台軸５０で位置
決めし、各ビス５１で固定する。
【００３５】
又、透過照明光学系を内蔵したステージ取り付け用部材２１の取り付け部材枠３４（図３
）の下面に嵌合軸２１ｂを設け、この嵌合軸２１ｂを焦準機構１２の焦準上下台１２ｃに
形成された第２の取り付け嵌合穴４９により位置決めし、各ボルト５２で固定する。そし
て、ステージ１１と透過照明光学系を内蔵したステージ取り付け用部材２１を各ボルト５
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３で固定する。
【００３６】
一方、透過照明投光装置１８を必要としない顕微鏡では、透過照明投光装置１８と透過照
明系を内蔵したステージ取り付け用部材２１とを取り除き、顕微鏡本体１０の左側面の透
過照明投光装置１８の第１の取り付け嵌台穴２２に対してカバ－５４を各ビス５５で取り
付けて第１の取り付け嵌台穴２２を隠す。さらに、透過照明系を内蔵していない落射用の
ステージ取り付け用部材２１０を焦準機構１２の焦準上下台１２ｃに取り付けて落射照明
装置１７のみの構成とする。
【００３７】
このように上記第１の実施の形態においては、落射照明装置１７を組み込んだ顕微鏡本体
１０に対して、ステージ１１を取り付けるためのステージ取り付け用部材２１又は２１０
と、標本Ｍを透過照明する透過照明投光装置１８を着脱自在に設けるための第１の取り付
け嵌合穴２２と、焦準上下台１２ｃに形成され、透過照明投光装置１８から投光された透
過照明光を標本Ｍに照射する透過照明光学系を着脱自在に設けるための第２の取り付け嵌
合穴４９とを設け、透過照明観察のときに第１の取り付け嵌合穴２２に透過照明投光装置
１８を取り付けるとともに第２の取り付け嵌合穴４９に透過照明光学系を取り付けるよう
にしたので、顕微鏡本体１０の構造を落射照明観察用に専用化することなく、ユーザの要
求に応じてユニット化された透過照明投光装置１８と透過照明系を内蔵したステージ取り
付け用部材２１を簡単に取り付けて透過照明観察用の顕微鏡にも容易に構成することがで
き、透過照明観察の顕微鏡本体と落射照明観察の顕微鏡本体とを兼用する構成とすること
ができる。これにより、同一の顕微鏡本体１０を用いて、オプションによる透過照明投光
装置１８と透過照明系を内蔵したステージ取り付け用部材２１の取り付け、取外しができ
、複数の顕微鏡本体１０を所有する必要がなく安価である。
【００３８】
又、透過照明投光装置１８及び透過照明光学系を内蔵したステージ取り付け用部材２１は
、共に独立してユニット化されているので、操作部込みのユニット設計が可能となり、顕
微鏡本体１０側に透過照明装置（透過照明投光装置１８及び透過照明光学系）の部品を付
属せず、顕微鏡本体１０自体のコストアップを生じさせない。
【００３９】
(2) 次に、本発明の第２の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００４０】
図６は落射照明装置を組み込んだ顕微鏡の構成図である。この顕微鏡の第１の実施の形態
と異なるところは、各ステージ取り付け用部材６０、６１と各ステージ６２、６３である
。このうち一方のステージ取り付け用部材６０は厚さｔ１、質量ｗ１であり、他方のステ
ージ取付部材６１は厚さｔ２、質量ｗ２である。又、一方のステージ６２は厚さｔ３、質
量ｗ３であり、他方のステージ６３は厚さｔ４、質量ｗ４である。
【００４１】
そして、一方のステージ取り付け用部材６０は、焦準上下台１２ｃとステージ６２との間
に取り付けられ、他方のステージ取り付け部材６１は、焦準上下台１２ｃとステージ６３
との間に取り付けられるようになっている。
【００４２】
このようにステージ取り付け用部材６０とステージ６２、ステージ取り付け用部材６１と
ステージ６３とをそれぞれ組み合わせて顕微鏡本体１０に取り付けることにより、焦準上
下台１２ｃからステージ取り付け用部材６０、ステージ６２の上面までの寸法Ｔ１（ｔ１
＋ｔ３）と、焦準上下台１２ｃからステージ取り付け部材６１、ステージ６３の上面まで
の寸法Ｔ２（ｔ２＋ｔ４）とが一致するようになる。
【００４３】
一方、質量ｗ３とｗ４の異なる各ステージ６２、６３において、質量がｗｌとｗ２の異な
る各ステージ取り付け用部材６０、６１をそれぞれ上記の如く各ステージ６２、６３と組
み合わせることにより、焦準上下台１２ｃに加わる各積載荷重Ｗ１（＝ｗ１＋３）とＷ２
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（＝ｗ２＋ｗ４）とが一致するものとなる。
【００４４】
このように上記第２の実施の形態においては、それぞれ厚さの異なる各ステージ取り付け
用部材６０、６１と各ステージ６２、６３とを選択して組み付けるようにしたので、焦準
上下台１２ｃから各ステージ６２、６３の上面までの寸法Ｔ１とＴ２とを一致させること
ができ、各ステージ６２、６３の厚さｔ３、ｔ４に係わらず、各ステージ６２、６３の上
面位置を観察に適した移動範囲の位置に合わせることができる。
【００４５】
従って、従来のように各ステージ６２、６３の厚さｔ３、ｔ４に応じて、顕微鏡本体１０
の焦準機構１２を専用化し、各ステージ６２、６３の上面の移動範囲位置を適合させる必
要はない。
【００４６】
又、標本Ｍの厚さが大きく異なるにおいても、上記同様にそれぞれ厚さの異なる各ステー
ジ取り付け部材６０、６１と各ステージ６２、６３とを選択して組み付けることにより、
観察に適するように各ステージ６２、６３の上面の移動範囲位置を設定することができる
。
【００４７】
又、質量がｗｌとｗ２の異なる各ステージ取り付け用部材６０、６１をそれぞれ質量の異
なる各ステージ６２、６３と組み合わせるので、質量の異なる各ステージ６２、６３を使
用する場合でも、上記焦準上下台１２ｃに加わる積載荷重Ｗ１、Ｗ２を焦準機構１２の駆
動モータ１２ａと重量バランスばね１２ｅとによって定まる規定積載荷重の範囲内に調整
することができる。これにより、従来のように顕微鏡本体１０の焦準機構１２をその積載
荷重に応じて専用化する必要がなくなる。同様に、標本Ｍの質量が大きく異なる場合、そ
の質量に応じて顕微鏡本体１０の焦準機構１２を専用化することなく観察できる。
【００４８】
従って、各ステージ６２、６３や標本Ｍの厚さと質量に応じた専用の焦準機構１２を備え
た顕微鏡本体１０を用意する必要がなく、安価に観察対象を広げることができる。
【００４９】
なお、本発明は、上記第１及び第２の実施の形態に限定されるものでなく次の通り変形し
てもよい。
【００５０】
例えば、透過照明投光装置１８を着脱するための第１の取り付け嵌合穴２２は、顕微鏡本
体１０の左側面側に形成したが、これに限らず顕微鏡の使い勝手に応じて顕微鏡本体１０
の右側面側に形成してもよい。又、正面側に形成してもよい。
【００５１】
又、ステージ取り付け用部材６０、６１とステージ６２、６３は、２種類の厚さ及び質量
を持ったものに限らず、標本Ｍなどの厚さに応じて複数種類取り付けられるようにするこ
とは言うまでもない。
【００５２】
又、ステージを上下動させる焦準機構を持たない顕微鏡に対しても適用可能である。この
場合、例えば第１の実施の形態においてステージ取り付け用部材２１が取り付けられてい
る焦準上下台１２ｃを、顕微鏡本体１０に一体的に固定したものにすればよい。又、焦準
機構としては、公知の対物レンズレボルバ上下機構を用いる。
【００５３】
【発明の効果】
以上詳記したように本発明によれば、落射照明装置を備えた顕微鏡本体に、透過照明装置
を後付けユニットとして追加できる顕微鏡を提供できる。
【００５４】
又、本発明によれば、標本やスデージの厚さと重さに広く対応できる顕微鏡を提供できる
。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係わる顕微鏡の第１の実施の形態を示す側面から見た構成図。
【図２】本発明に係わる顕微鏡の第１の実施の形態を示す正面から見た構成図。
【図３】本発明に係わる顕微鏡の第１の実施の形態を正面方向から見た透過照明投光装置
、焦準機構の焦準上下台及びステージ取付部材の断面図。
【図４】本発明に係わる顕微鏡の第１の実施の形態における中枠の構成図。
【図５】本発明に係わる顕微鏡の第１の実施の形態の分解構成図。
【図６】本発明に係わる顕微鏡の第２の実施の形態を示す分解構成図。
【図７】従来の落射照明装置を備えた顕微鏡の構成図。
【符号の説明】
１０：顕微鏡本体、
１１：ステージ、
１２：焦準機構、
１２ａ：モータ、
１２ｂ：ボールネジ、
１２ｃ：焦準上下台、
１２ｄ：ガイド、
１３：対物レンズ、
１４：レボルバ、
１５：観察鏡筒、
１６：接眼レンズ、
１７：落射照明装置、
１８：透過照明投光装置、
１９：光ファイバ（ファイバ光源）、
２０：折り曲げミラー、
２１，２１ａ：ステージ取り付け用部材、
２２：第１の取り付け嵌合穴、
２３，２４，２７，２８，３５～３８：光学素子、
２５：アダプタ枠、
２６：視野絞り装置、
２９：枠、
３４：取り付け部材枠、
３９：内枠、
４０：上下動機構、
４１：開口絞り装置、
４９：第２の取り付け嵌合穴、
６０，６１：ステージ取り付け用部材、
６２，６３：ステージ、
Ｍ：標本。
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